


おじゃまします
学びの庭に

東日本大震災から 5年で一区切りのことが多々ある中、
「まなびのめ」では 6年目以降もシリーズ「東日本大震災」を継続していきます。
6年目は「育てる」。お一人目は、学生さんたちと共に「防災士」資格者を組織し、近隣から他県まで、
地域の防災意識を高める諸活動に取り組む東北福祉大学・舩渡忠男先生です。

災害時に活躍する大学生を育てる
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

【応募締切】2017年2月28日　当日消印有効

懸賞懸賞
クイズ

Q.1　東北福祉大で防災士に認定された学生中心に発足した組織は？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。久利美和先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。久利美和先生の記事もご覧ください。

懸賞

 1,200 人を避難所に迎えて
　自分や家族が避難所で生活することになるかもしれないと
は、東日本大震災の発生まで全く考えていませんでした。避難
については、地震が起きたら机の下に入って身を守ろうとか、
建物が危険な時は屋外に避難しようといった程度の認識だった
のです。しかし 2011 年 3 月、1 週間にわたって、中学校の
体育館で避難生活を送ることになりました。
　長年医師として、臨床検査の研究者として医療に関わってき
ました。現在大学のクリニックの診療の傍ら、校医でもありま
す。しかし東日本大震災以前は医師として、災害時にどうやっ
て家族や、住民・学生の生命と健康を守るかという視点に欠け
ていたことは否めません。この反省に基づいて、広く防災活動
に取り組むようになりました。
　東日本大震災に遭遇したのは、東京での会議中でした。会場
のビルが大きな揺れに見舞われ、参加者たちは一斉に家族に電
話をかけ始めました。しかし電話は通じず、やがてテレビに東
北の深刻な被害の様子が映し出されました。急いで東京駅に向
かいましたが駅舎は真っ暗で、鉄道は全て止まっていました。
コンビニの棚は既に空。事態の深刻さが身に迫ってきました（い
わゆる帰宅困難者）。
　翌々日、上越新幹線が再開したのを知って、新潟から仙台を
目指すことにしました。新潟駅で乗ったタクシーが何とか山形
まで行ってくれることになり、今度は山形駅で仙台まで行って
くれるタクシーを探しました。たまたま「自分も戻りたくて、
仙台まで乗ってくれるお客さまを探していた」という仙台から
来た運転手さんに出会えました。高速道路は通行止め、48 号
線も作並で途切れていましたが、さすがは運転手さんです。知

らない道を迂回して、ついに仙台に帰ることができました。
　仙台の家族は無事で、避難所になった仙台第二中学校の体育
館で落ち合うことができました。当時 PTA 会長を務めていま
したので、避難所の運営に携わることになりましたが、マニュ
アルはなく、全く勝手が分かりませんでした。1,200 人の人
が避難してきていて、その食事、水、トイレ、眠る環境などを
何とかしなければなりませんでした。先生方や町内会の役員の
方々と毎日話し合いを行い、試行錯誤を重ねながらようやく乗
り切ることができたのでした。

 大学自らが防災士を養成する機関に
　仙台に戻って数日後、ようやく大学に行くことができました。
研究室の被害が大きかったのですが、片付けは後回しです。教
職員総出の学生の安否確認に加わりました。
　事態が落ち着くに従って、福祉を志す学生が集まる大学だけ
に、学生たちはボランティア活動に動き出しました。福祉ボラ
ンティアを行っていたサークルなどが、いち早く支援活動を始
めたのには感心させられました。大学としても取り組みを開始
し、避難所を訪ねてニーズを把握した上で、学生ボランティア
を募って支援活動を行いました。
　多くの避難所を回りましたが、被害も事情も地域ごとに異な
り、避難所によって運営のレベルが全く違うことは否めません。
自治体職員、消防、警察、自衛隊、そして医療関係者などが災
害時にしなければならないことは、もちろんたくさんありまし
た。震災を経験したことで、できるだけ多くの市民が日頃から
防災について学ぶこと、まず自らや家族、職場、地域の人々の
命を守ること、そして自分たちで避難所の開設や運営ができる
ようになる必要があると強く思いました。
　そうしたとき眼に留まったのが、地域の防災リーダーを認定
する「防災士」でした。防災士は日頃から防災意識の啓発と地
域防災力の向上に取り組み、災害時には公的機関と連携して、
避難誘導や救助、被災者のケアや避難所の運営にあたります。
2001 年に活動を開始した特定非営利活動法人「日本防災士機
構」による民間資格で、一昨年には認定を受けた人が 10 万人
を超えました。
　資格を取得しているのは、自治体の防災担当者、自主防災組
織の方々、学校の教職員など、災害時に地域の責任者として行
動する人だけでなく、企業の防災担当者、医療や福祉の仕事に
携わる方々、メディア関係者など様々です。防災士は、研修講

座の受講とレポートの提出、資格試験の合格、そして消防署や
赤十字が実施する救急救命講習の修了によって認定されます。
　これを本学の学生に取得してもらい、防災意識を高めるとと
もに、災害時には率先して救護活動や避難所の運営にあたって
もらってはどうだろう。大学としても取り組む価値があるので
はないだろうか。
　東北福祉大学は震災の翌年、養成研修実施法人に認証されま
した。東北で初めてで、宮城県内では唯一の研修実施機関です。
　本学の施設で行われる年 3 回の研修講座には、毎回学生
100 名以上、一般の方 50 名ほどが参加しています。市町村
の主催で開かれる研修講座の企画運営も担っていて、ほぼ毎週、
県内だけでなく隣県、さらには茨城県にまで出かけていくよう
になりました。学内には「防災士研修室」が常設され、スタッ
フ 4 名が勤務しています。

 1,600 名の学生防災士たち
　2013 年、東北福祉大学は防災士に認定された学生を中心に、
協議会と「Team Bousaisi（チーム防災士）」を発足させました。
これは防災士の有資格者が、日頃から啓発事業などの防災活動
に取り組むための組織です。発足の翌年には特定非営利活動法
人の認証を得ています。
　学生会員は現在およそ 1,600 名です。近隣地域の学校や町
内会の避難訓練に参加し、消火器や AED の使い方などの実践
的な知識と技術を伝えています。また、NHK ラジオ第一の「ゴ
ジだっちゃ！」（平日午後 5 時から）、毎週木曜日の「週刊防
災士」コーナーにレギュラー出演したり、3 つのコミュニティ
FM で「ラジオ Team Bousaisi」（毎月第一水曜午前 11：10
から）を担当したりするなど、啓蒙活動にも積極的に努めてい
ます。さらに、他にもFacebookやTwitterなどSNSでの発信、
2015 年に仙台で開催された「国連防災世界会議」への参加な
ど、多岐にわたる活動を展開しています。
　協議会には、在校生、卒業生だけでなく、自治体や医療・福
祉の現場などで働く社会人の方々も参加しています。協議会が
防災士同士を結び、それが地域間のネットワークに発展してい
くことを願っています。
　これからも、学校は避難所になります。しかし先生方は自ら
家族も被災していますし、町内会の役員は東日本大震災の時よ
りさらに高齢化が進んでいくでしょう。防災士、次世代の若者
たちには、大いに活躍してもらいたいと思っています。

　若い世代への期待は大学生に限りません。とくに注目してい
るのは中学生です。それは、避難所になる自分たちの学校のこ
とをよく知っていますし、力仕事でも頼りになるからです。実
際、東日本大震災では多くの避難所で、多くの中学生たちが頑
張ってくれました。
　いざというとき、人と人との結びつきこそが力になるのだと
いうことを、私たちは震災から学びました。役職者や有資格者
だけに任せるのではなく、広く市民が参加することが、人の命
を救い、避難所の運営をスムーズにするのです。そのため、町
内会などの避難訓練は重要で、訓練当日だけでなく、打ち合せ
を重ねることが、災害時や避難所運営に大いに役立つことを
知っていただきたいと思います。
　防災士の資格取得などを通じて、専門的な知識を身につける
こと。日頃から防災を意識し、避難訓練に積極的に参加し、い
ざというときに近所同士で声を掛け合って安否を確認するこ
と。また記録や報道に触れて、東日本大震災について学び続け
ること。市民一人ひとりのこうした取り組みが、「次」の災害
の被害を小さくすることは言うまでもありません。もちろん私
自身も東北福祉大学も、防災への取り組みをこれからも継続し
ていきます。

（取材＝2016 年 11 月 11 日／
� 東北福祉大学国見キャンパス 防災士研修室にて）

東北福祉大学　医療経営管理学科　教授
専門＝臨床検査医学

舩渡　忠男先生
《プロフィール》（ふなと・ただお）1954 年宮城県生まれ。北里大学医学部医学科修
了。医学博士。東北大学大学院経済学研究科修士課程修了。経済学修士。医師、研究者
として東北大学大学院医学系研究科准教授、京都大学大学院医学系研究科教授を経て、
2008 年より現職。



とドリルを伸ばして掘削調査を行う「ちきゅう」は、この調査
で水深約 6,900 m の海底から約 850 m を掘削し、地震断層
の試料の採取と、温度や圧力の計測に成功しています。南海ト
ラフの海域の分析・研究の結果とあわせて、これまで地震を起
こさないと考えられていたプレートの「沈み込み先端部」が、
実は地震性高速滑りを起こすことが明らかになりました。巨大
津波が発生する可能性のある範囲が大きく広がったことから、
国の防災計画等に大きな影響を与えています。
　「減災アクションカードゲーム」のプロジェクトは、メンバー
が入れ替わりながら現在も続いています。院生たちが行ったも
の、外国人留学生向けのイベント、市民団体や学校が行った
ものなどを合わせると、開発した 2014 年度中には 21 回もの
ゲームが行われました。講習会に力を入れ始めた2015年度も、
私たちが把握しているものだけで 25 回です。2015 年 3 月に
仙台で開催された「国連防災世界会議」で行ったデモンストレー
ションは、大きな評判になりました。
　現在、プロジェクトはゲームの普及へと軸足を移していま
す。広げるためには価格を軽視することはできないと考え、コ
ストを抑える提案も行い、2016 年 3 月には東北大学生協から、
税込 2,000 円でカードが発売されました。今では学校の授業
や防災イベントに、数多く取り入れられています。
　もしも皆さんがカードゲームを活用する機会があったら、子
どもたちの発言に対して「それは間違っている」と言うのでは
なく、その考えをよく聞き、より「命を守る」行動について語
り合ってください。自分で考えて言ったことを否定されると、
災害時にも自分で判断して行動することを躊躇しかねないから
です。そして私たち大人自身も、適切な判断と行動ができるよ
う、これからも災害について学び続けましょう。

（取材＝ 2016 年 11 月 18 日／東北大学青葉山キャンパス
 � 工学研究科総合研究棟 9 階 リーディング大学院教員室にて）

おじゃまします
学びの庭に

「育てる」のお二人目は、東北大学・久利美和先生。
大学院生のみなさんと開発した「減災アクションカードゲーム」のことを中心にお話を伺いました。
子どもでも防災・減災のための行動を自分で考えることができるように、との想いが込められています。

カードゲームで学ぶ真の防災力
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

懸賞懸賞
クイズ

Q.2    久利先生が広報スタッフとして乗船した地球深部探査船は？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。舩渡忠男先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。舩渡忠男先生の記事もご覧ください。

懸賞

【応募締切】2017年2月28日　当日消印有効

 自分で考えて動ける子を育てる
　東北大学では大学院教育のいっそうの充実を目指して、様々
な取り組みを行っています。従来の専門分野の枠組みにとどま
らないリーディング大学院教育プログラムでの、プロジェクト
を立ち上げてチームを組織し、成果を上げるまでの体験もその
一つです。私がスタッフを務めている「グローバル安全学トッ
プリーダー育成プログラム」からは、「減災アクションカード
ゲーム」というユニークな成果物が生まれました。2014 年の
発表以来、学校教育や防災教育の関係者、そして何よりも、対
象である小中学生や外国人留学生に大好評です。
　ゲームの参加人数は 6・7 人がもっとも盛り上がります。人
の行動を表した 27 枚の「アクションカード」を囲み、「あな
たは学校の教室にいます。地震が起きました。建物が大きく揺
れています。さあ、どうする？」などの質問に、3 秒以内に適
切と思うカードを取り、その理由を答えるというゲームです。
　素早くカードを見つけて取るところはカルタに似ています
が、「取ったカード全てが正解になり得る」という点が違いま
す。狙っていたカードを他の人に取られても、自分が取った 
カードに描かれた行動の正しさをきちんと説明できれば、参加
者の拍手によってポイントが得られるのです。災害時の状況は
実に様々で、何が「適切な行動」かは、時間の経過によっても

変わります。実はこのゲームは素早さや防災の知識のみを競う
のではなく、災害時に自分の判断で現実的な行動を取れるよう
になるためのトレーニングなのです。
　教室で地震に遭遇したら机の下などに入って身を守る、とい
うのはもちろん正しい知識です。しかし他のカードも、適切な
状況判断や優先順位の決定が伴えば適切な行動と言えます。取
り遅れてやむを得ず手にしたカードでも、あらためてその行動
について考えてみることで、防災・減災のための行動を柔軟に
考えたり判断したりする大切さに氣づくことができます。しか
もそれを、参加者全員で共有することができるのです。
　カードには絵だけで、文字は書かれていません。小学 1 年
生も外国人留学生も理解できますし、描かれた行動は幅を持っ
た解釈が可能なため、新たな発想が生まれることもあります。
私たちは東日本大震災で、先生や責任者の判断・指示を待つだ
けでなく、自分自身で判断・行動することの大切さを学びまし
た。文部科学省も現在は、児童・生徒自身が自ら考えて防災
行動をとれる教育を推進しています。「減災アクションカード 
ゲーム」は、誰もが使える思考促進型防災教育教材として、非
常に有効なのです。

 意欲を持った大学院生が開発
　このカードゲームを開発したのは 5 人の大学院生たちです。
専門は工学が 3 名、理学と文学が各 1 名。専門を超えて力を
合わせ、企画から公開までをわずか 3 カ月間で駆け抜けました。
　防災教育をテーマにしたプロジェクトにメンバーが集まった
のは、2014 年の 4 月です。ある院生は当時塾講師として教
えていた小中学生たちの不安の声に応え、次の災害時に子ども
たちが自ら身を守るにはどうしたらよいかを考え続けていまし
た。また他のある院生は、東日本大震災で沿岸部の実家が巨大
津波の被害を受け、災害発生時の地域住民の避難行動について
考えていたのです。彼らは高い意欲で、調査や議論に真剣に取
り組み始めました。
　アドバイザー教員である私は、自分自身が科学教育や科学広
報の現場を歩んできた経験から、院生たちが良いものを作るだ
ろうと確信していました。しかしプロジェクトには予算と期限
があります。「ぜひ、このメンバーならではのゴールに到達し
てほしい」と思いながらも、「成果物を 7 月の『学都「仙台・
宮城」サイエンス・デイ』に間に合わせよう！」とハッパを
かけました。サイエンス・デイというのは、東北大学を会場に

2007 年から毎年開催されている科学イベントです。子どもか
ら大人までが科学や技術のプロセスを体験し、楽しめるプログ
ラムが、昨年は 110 行われています。防災教育教材の発表の
場としても、実にうってつけでした。
　「知識を伝えるより、答えが 1 つではない思考を促すものを」
という私のアドバイスを活かして、院生たちは実に良い形に仕
上げてくれたと思います。議論は 6 月いっぱい続きましたが、
方向性が決まると作業は早く、イラストを描くのが得意なメン
バーなど、それぞれの長所を生かして当日に間に合わせました。
　自分たちで模擬プレーをして試行錯誤を重ね、成果物には自
信を持っていました。しかし実際に子どもたちにプレーしても
らうのは、サイエンス・デイの場が初めてです。結果として子
どもたちの反応は予想以上で、感想からも意図した通り深く学
んでくれたことが分かりました。そして大人も、学校の先生方
や防災関係者を中心に高い関心を寄せてくださったのです。

 商品化によってさらなる普及を
　私の本来の専門は火山学です。火山や噴火を通して地球が内
部の熱を逃がす仕組みを研究する「地球科学」でもあります。
　固体としての地球の表面は十数枚の硬い板で覆われていて、
これらの動きによって地震や火山活動が起こるというプレート
テクトニクス理論を、子どもの時に NHK テレビで知ってとて
も興味を持ちました。その後もテレビ番組や本で学び続け、大
学では地球科学を専攻します。
　当時に限らず現在も、女子が理系に進むことは周囲に疑問視
されがちです。幸い私は大学進学もその後も、家族の理解に恵
まれました。とはいえ、卒業後の進路として研究者を意識でき
ていたわけではなく、学芸員か学校の教員が念頭にあり、大学
院への進学も、「学芸員もこれからは修士や博士レベルの力が
必要になる」と言われ始めていたからに過ぎません。就職活動
もしましたが、当時の企業には女性の博士取得者を敬遠する空
氣を感じ、「研究職で頑張ろう」という氣持ちを固めました。
　専門である火山やマントル対流の研究は面白く、微量元素を
測定して岩石の組成を明らかにする質量分析計にも取り組みま
した。東北大学では女性研究者の育成支援や、科学教育、科学
広報にも携わっています。
　東日本大震災の翌年の 5 月には、広報スタッフとして地球
深部探査船「ちきゅう」に 10 日間ほど乗船し、震災を引き起
こした地震の震源域での調査に同行しました。海底までパイプ

東北大学　災害科学国際研究所　講師
専門＝火山学・科学広報

久利　美和先生
《プロフィール》（くり・みわ）1969 年長崎県生まれ。筑波大学 第一学群自然学類卒業。
筑波大大学院 地球科学研究科修了。博士（理学）。防災科学技術研究所、筑波大学ベン
チャービジネスラボラトリー、地質調査所にて研究員を務め、2007 年より東北大学へ。
特定領域研究推進支援センター助手、大学院理学研究科助教を経て、2013 年より現職。



これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

1
JAN

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

1
JAN

2
FEB

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

1月16日（月）〜2月10日（金）「大名家の歴史と美意識
〜秋田家修復史料公開展〜」

東北大学附属図書館　1 階多目的室

11:00

▲

16:00

Tel 022-795-5911東北大学附属図書館
http://www.library.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

1月20日（金）東日本大震災アーカイブ国際シンポジウム「震災
から 6 年経過した震災アーカイブの進化と深化」
講　師　アンドルー・ゴードン（ハーバード大学歴史学教授）他

東北大学災害科学国際研究所棟 1 階多目的ホール 200 名

13:00

▲

16:30

Tel 022-752-2099東北大学災害科学国際研究所、国立国会図書館
http://shinrokuden.irides.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月20日（金）市民公開講座 No.370 兼 平成 28 年度高大連携事業公開
講座「創造のル—ル 〜心地よさを創造する原理・原則〜」
講　師　野澤　壽一（東北工業大学 環境エネルギー学科助教）

東北工業大学 一番町ロビー　2F ホール 120 名

18:00

▲

19:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月20日（金）東北大学リベラルアーツサロン　第 45 回：なぜグローバル企業
のトップに抜擢されるのか？ 〜インド人の「能力」と「脳力」〜
講　師　山下　博司（東北大学大学院国際文化研究科教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

1月21日（土）講座仙台学 2016
「仙台のスポーツとボランティア」

講　師　村松　淳司（東北大学多元物質科学研究所教授）
仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-795-4933学都仙台コンソーシアム・東北大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月21日（土）講座仙台学 2016「仙台市の拠点性・中心性―支
店経済から商業都市、そしてイベントの街へ―」
講　師　千葉　昭彦（東北学院大学経済学部教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-264-6406学都仙台コンソーシアム・東北学院大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月21日（土）ジェンダー論公開講座「貧困と女性」

講　師　大沢　真理（東京大学社会科学研究所教授）
エル・パーク仙台　5 階　セミナーホール 50 名（抽選）

13:30

▲

15:00

Tel 022-268-8300（公財）せんだい男女共同参画財団
http://www.sendai-l.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月21日（土）・28日（土）「生きる意味と魂〜フランクルの 
思想から〜」全 2 回
講　師　加藤　美紀（仙台白百合女子大学カトリック研究所所長、グローバル・スタディーズ学科准教授）

仙台白百合女子大学（5 号館 531 室）

13:30

▲

15:00

Tel 022-374-4475仙台白百合女子大学大学広報室
http://sendai-shirayuri.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

1月21日（土）講座仙台学 2016
「仙台の食の安全と健康」

講　師　磯貝　恵美子（東北大学大学院農学研究科教授）
仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

15:00

▲

16:30

Tel 022-795-4933学都仙台コンソーシアム・東北大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月22日（日）れきはく講座　（3）「日本人とクジラ」

講　師　菊地　逸夫（東北歴史博物館学芸職員）
東北歴史博物館　3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

1月27日（金）市民公開講座 No.371「人はどこまで合
理的か？（意思決定と確率）」
講　師　須藤　敦史（東北工業大学 都市マネジメント学科教授）

東北工業大学 一番町ロビー　2F ホール 120 名

18:00

▲

19:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月28日（土）まちなか美術講座（第 49 回 )「ルノワー
ルの人物表現について」
講　師　濱㟢　礼二（宮城県美術館学芸員）

東北工業大学 一番町ロビー　2F ホール 120 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-221-2111宮城県美術館×東北工業大学
http://www.pref.miyagi.jp/site/mmoa

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

1月28日（土）市民公開講座 No.372「歴史的建造物をアー
カイブする 〜地域の建築文化史をさぐる〜」
講　師　中村　琢巳（東北工業大学 建築学科講師）

東北工業大学 一番町ロビー　2F ホール 120 名

16:30

▲

18:00

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月  4日（土）講座仙台学 2016「仙台の都市構造」

講　師　磯田　弦（東北大学大学院理学研究科准教授）
仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-795-4933学都仙台コンソーシアム・東北大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月  4日（土）講座仙台学 2016「仙台の文人・阿部次
郎と夏目漱石」
講　師　野家　伸也（東北工業大学共通教育センター教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 60 名

15:00

▲

16:30

Tel 022-723-0538学都仙台コンソーシアム・東北工業大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月  5日（日）れきはく講座　（4）「南部神楽『信田妻・
葛の葉』と歌舞伎・読本」
講　師　笠原　信男（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

2月11日（土・祝）講座仙台学 2016「仙台の魚貝歳時記」

講　師　落合　芳博（東北大学大学院農学研究科教授）
仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 50 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-795-4933学都仙台コンソーシアム・東北大学
http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

2月11日（土・祝）講座仙台学 2016「仙台の緩和ケア
〜痛みのないがんの療養生活〜」
講　師　菅原　よしえ（宮城大学看護学部教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 60 名

13:00

▲

14:30

Tel 022-377-8414学都仙台コンソーシアム・宮城大学
http://www.myu.ac.jp/site/renkei/gakutokouzsen2016.html

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

http://www.thm.pref.miyagi.jp/

http://www.lifesci.tohoku.ac.jp/

2月11日（土・祝）れきはく講座　（5）「エミシはなぜ『蝦夷』
と表記されたのか」
講　師　相澤　秀太郎（東北歴史博物館学芸職員）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
場　所

主催者

URL

URL

問合先

2月15日（水）作物の明日を考える×東北大学サイエンスカフェ
「世界の人口を養う技術―作物のゲノム編集って何？」
講　師　日出間　純（東北大学大学院生命科学研究科准教授）他

東北大学片平キャンパス片平北門会館　2F エスパス 60 名

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5703東北大学大学院生命科学研究科
場　所

主催者 問合先

定　員

参加体験記

　これは一度見ておいたほうがいいと思い、出かけました。実はも
うひとつ背中を押したものがあり、「鯨一匹捕れば七浦潤う」という
昔の言い伝えをつい最近知ったばかりで、何か機縁を感じたからで
した。
　展示は、「第 1章　生物としてのクジラ」「第 2章　捕鯨の歴史」「第
3章　クジラの利用」「第 4章　描かれるクジラ」の 4章立てでした。
　やはり実際に出かけて見たり聞いたりすると、いろいろな氣づき
や発見があるものです。例えば、「クジラの中の小さいものが『イルカ』
とされる」という解説で、今まであまり氣にもしていなかったので、
自分の中では結構驚きが大きいものでした。また、嘉永 6年（1853）
にペリーが浦賀にやってきて日本に開港を迫ったのは、日本近海の
アメリカ捕鯨船への燃料や水の補給が要求のひとつであったから、
ということも新たな発見の一つでした。
　天保年間（1830 ～ 1844 年）頃の仙台藩では、もちろん鯨油は
盛んに採取され利用されていましたが、まだまだ一般には食べる習
慣がなく、鯨が獲れても大概は赤字だったようです。しかし、藩によっ
ては鯨の捕獲が貴重な財源であったようですし、何よりこの天保期
に起きた大飢饉のとき、流れ着いた鯨を食料にすることで多くの命
が救われたという例が各地にあり、鯨塚を建立したりして鯨が篤く
供養されてきたということです。宮城の鮎川浜では、現在でも旧盆
の「施餓鬼（せがき）」で、鯨魚の供養が行われているとの展示があ
りました。「鯨一匹捕れば七浦潤う」という言い伝えは、こんなとこ
ろにも表れているように思います。

　捕鯨を取り巻く日本の立場は難しい環境に置かれていますが、こ
のように「日本人とクジラ」は大昔から密接な関係にあったことを
思う時、今一度鯨を見つめ直すよい機会となりました。
　最後に、展示解説後の個人的な質問に対して、改めて資料を示さ
れ丁寧にご教示くださいました菊地氏に、この場をお借りして御礼
申し上げます。� （宮城郡利府町　林久慈　羅山）

■特別展「日本人とクジラ」
展示解説　東北歴史博物館上席主任研究員　菊地　逸夫　氏

2016年 10月 30日（日）11：00～ 12：00
東北歴史博物館　特別展示室

　11月 18日（金）東北大学サイエンスカフェ第 134回インフラっ
て何だろう？ に参加させていただきました。
　久田先生に、インフラについて何か知っていますか、と聞かれ、
日頃インフラ～～と言っていましたが、考えてみたらくわしく知り
ませんでした。
　私達の身の廻りにあるすべてがインフラなんですね。上・下水道、
電氣、ガスくらいしか思い浮かばなかったけど、この日、河北の朝
刊にあった「市役所の耐用年数はあと 13、4年」の記事とかさなり、
インフラ整備のむずかしさ、人口減少の中でのインフラをどうする
か、を考えさせられました。グループディスカッションでは、私は、
設備、建物（公共等）は、今、不便でも、この先 40～ 50年を考え
ると規模の小さい物でも維持費の減少を考える時には必要と発表し
ました。
　又、地元企業のすばらしい技術「コンクリートに混ぜて施工すれば、
鉄筋の腐食を防ぐ防錆材」の特許を持つ企業の掘り起こしがインフ
ラ整備の強化と経費対策に役立つと思っていますが、他のグループ
の発表もたいへん考え深いものがありました。次回の「まなびのめ」
を楽しみにしています。� （仙台市太白区　森　正義）

■東北大学サイエンスカフェ
　第134回：インフラって何だろう？　～暮らしを支える縁の下の力持ち～

講師　東北大学大学院工学研究科教授　久田　真　氏
2016年 11月 18日（金）18：00～ 19：45
せんだいメディアテーク　1階オープンスクエア

　第 34号 文豪を識る

読者の声
読者と編集部の
キャッチボール

　漱石と仙台との縁を知り、漱石文学をあらためて読み直してみたくな
りました。� （石巻市・35歳　男性）
編：親近感がわくと、読み方も違ってくるかもしれません。佐藤伸宏先
生オススメの「永日小品」あたりからぜひ。

　「学び」イベントがあるのは知っていましたが、冊子でまとめてある
のは初めて知りました。季刊誌ということで、意識してチェックしたい
です。� （仙台市太白区・51歳　女性）
編：自分の生活圏で開催される「学び」イベント一覧が、これほど充実
しているフリーペーパーは「まなびのめ」を置いて他にはないものと自
負しています。月ごと・季節ごといろいろとお出かけのご予定を立て、
お楽しみください。
　
　感動しました。� （仙台市泉区・74歳　男性）
編：感動を提供できて何よりです。文学好きな方にも、難解そうで敬遠
していた方にも、楽しんでいただけるお話が聞けました。

　近場の情報を知ることができ、楽しみながら読ませていただきました。
初めて目にしましたが、置き場所が他にどこか知りたいです。
� （仙台市青葉区・64歳　男性）
編：「まなびのめ」設置場所は今回の号の最終ページでもご紹介してい
ますので、どうぞご参考ください。

　主婦の私でも行けそうな「学び」イベントを見つけました。無料で申
込不要の文字にも、肩肘はらずに行けそうな氣がします！
� （仙台市太白区・36歳　女性）
編：知的好奇心があれば、誰にでも学ぶチャンスはたくさんある、とい
うことを編集部員も実感しています。自分で敷居を高くしないで、氣軽
にどんどん「学び」イベントに足を運びましょう！

その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

リニューアル
しました

「学び」イベントに行ってきました

なお、写真は館内で撮影許可されていたも 
のです。

鮎川浜での鯨供養のようす

　（1）の健康と運動～ロコモとフレイルの予防視点から～では、健
康寿命の大切さ、男子の 71.19 歳には驚きました。
　（2）の健康と作業活動～生活行動の視点から～では、作業療法士
の仕事が心理面までのリハビリに及んでいることには目からウロ
コ！ です。今後とも機会があればよろしくお願いします！
� （塩釜市　siokai）

■サテライトキャンパス公開講座　「老いと健康を科学する」
（1）健康と運動～ロコモとフレイルの予防の視点から～
（2）健康と作業活動～生活行動の視点から～

講師　仙台青葉学院短期大学　村瀬　雅敏　氏・吉川　法生　氏
2016年 11月 26日（土）13：00～ 14：30、15：00～ 16：30
仙台市市民活動サポートセンター

　東北医科薬科大学さんの中にある薬用植物園の見学会に行って参
りました。開催が 9月の頭だったため非常に天氣も良く、参加され
た 20名前後の皆さんも山登りのような恰好で参加されていて、行楽
日和を感じました。
　校舎の裏へ向かい、小高い山を越えると眼前に広がる植物園！ 最
初は植物園を見学するだけだと考えていましたが、生薬学教授・佐々
木先生から『夏にたまった「冷え」と「疲れ」に効果的な漢方薬と
薬用植物』と題しガッツリ陰陽・五行の説明をしていただき大変勉
強になりました。その後、トリカブト・ゴマ・クコシ・グミなど普
段は中々見ない植物の数々にとても興奮してシャッターを切りまし
た（写真はWeb版に掲載されていますので是非ご覧ください）。
　薬用植物園の見学会は年 2回、次回は 5～ 6月の開催を予定して
いるそうです。珍しい植物に興味のある方・また健康が氣になる方
は是非足をお運びください！� 「まなびのめ」編集部　小塙理恵子

■東北医科薬科大学附属薬用植物園見学会
2016年 9月 10日（土）10：00～ 12：00

講師　東北医科薬科大学教授　佐々木　健郎　氏

編集部も「学び」イベントに行ってきました

「参加体験記」募集中！
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